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は じ め l乙

館林市教育委員会

教育長 福田郁司

間堀遺跡の発掘調査が数々の成果をあげて終了いたしました。

乙の調査において、 「縄文時代」という今を去ること数千年前に創造された文化が、今、私達

の目の前K姿をあらわしました。

原始の時代、上古の時代という物質的な時間の距離が、私達に「縄文人」というと、 原始的

な、未聞の、野蛮な姿をイメージさせます。

土器を造り、石器を造り、動物を追し可かけ、木の実をとり、それを糧として生活をしていた

というととだけで、その人々を、未聞の野蛮な人々ときめつけてはいけませんO

そ乙に流れる意識は、自然に左右されながらも確実に、文化を創りあげていきました。

発掘調査によって発見されるものを、私達は、ただ「古いものJ i珍しい もの」として受け

とってはなりません。

それを、縄文人たちの 「生」 への「知恵」と「執念Jとしてうけとめなければならないと思

います。

「物質文化Jと呼ばれるなかで画一的な生活を くりかえしている私達にとって、縄文時代の

人々は、 「生きJてい くための思想を示唆しているようにも思えます。私達は、その上に立っ

て、再度考えなおす必要があるのではないでしょうか。

それが最近叫ばれている「ふるさと再構築」とか、 「ふるさと再発見」とか言われる ζ とへ

の基本になる といっても過言ではないと思います。

そのために、私達は、との遺跡の内容をしっかりと受け継ぎ、後の人々へ語り伝えて行きた

いと思います。

最後に、肌を乙がす猛暑の中、懸命に調査にあたって下さいました作業員の皆様や、あたた

かく見守って下さいました関係者の皆様方に、深く感謝し、心からお礼を申しあげます。

昭和58年 3月31日



仔リ にヨ

1. 本書は、館林市大字赤生田字上の前地内に所在する間堀遺跡の発掘調査に関するもので

ある。

2. 本発掘調査は、早川幸三郎氏を代表とした地権者lとより計画された、 小規模な土地改良

事業に伴う緊急発掘調査である。

3. 調査は、県教育委員会文化財保護課の指導のもとに館林市教育委員会が実施したもので

組織は次の通りである。

教育長

教育次長

担当主管

課 長

係、 長

社教主事

学芸員

主事補

調査補助員

調査作業員

福田郁司

河内隼ー(昭和57年 6月まで)

島 田 勇吉(昭和57年7月より)

館林市教育委員会文化振興課 文化財保護係

鎌田正弘

橋本賢一(昭和57年6月まで)

田正信(昭和57年7月より)

落合敏男

問屋英治(調査担当) ・新藤紀子(調査補助)

石井洋史(昭和57年7月より) (調査事務)

斉藤景子

川口 和子 ・島田とも子 ・市川与志松 ・ 葉霞嘉亮 ・ 葉震たか

谷 きう ・斉藤 カネ ・坂村 フジ ・越谷長男 ・恩田 英男

寺田 国男 ・船田 清 ・柳田やい子 ・内村 君子 ・斉藤喜美枝

星 松宏 ・鎌田美代子 ・橋本 博行 ・田村 泰子 ・鈴木美津枝

岡田光二

4. 調査期間は、準備期聞に 4月--6月、発掘期間7月--12月、整理期間10月--3月まで行

なった。

5. 調査に伴う諸経費は、国庫補助、県費補助を得て館林市が負担した。

6. 遺物整理は、川口、 島田が行い、本報告書の図面作成、 トレースは、問屋、斉藤、川口、

島田が行った。写真撮影 ・編集は、問屋、新藤、斉藤が行なった。

7. 本報告書中、ロ ーム、撹乱、焼土等には、 トーンを使用した。

8. 調査から、報告書刊行にあたり、諸氏、 諸機関に御指導、御教示、御協力いただいた。

感謝いたします。
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第 I 章 調査に至るまで

遺跡、の発掘調査はむやみやたらに実施されるものではない。

埋蔵文化財とは、地下に埋蔵された状態にある文化財である。過去の文化遺産が、風や河川

の運ぶ土や砂によって、土中や水中に埋没した状態にあるならば、それはすべて埋蔵文化財と

いうこ とになる。縄文時代の遺跡や古墳だけが埋蔵文化財ではないのである。

土中や水中は、密閉状態にあるため大変保存状態は良い。今をさかのぼる数千年も前の縄文

時代の遺跡が現在まで残るゆえんである。

発掘調査は、その時代の生活の様子を知る「物」や「状況」は示してく れる。しか しながら

長い間保たれて来た位置関係や、 「物」の存在する状況を永遠に失なわせてしまう。

発掘調査は調査と名のつく破壊であると考えてよい。

間堀遺跡、の発掘調査の契機は昭和57年3月までさかのぼる。

代表者早川幸三郎氏より 、間堀遺跡を含む地域の土地改良事業についての通知を受ける。

間堀遺跡、は、市内の東南部、蛇沼の東岸に位置する縄文時代前期から中期にかけての遺跡、で

群馬県遺跡台帳ICNo.ll19、市遺跡台帳にNo.28として登載されている。遺跡は二箇所IC分かれ、

今回の土地改良はそのうち一箇所を含むものであった。

市教育委員会では、協議すべく現地調査を実施したと乙ろ、その時すでに、一部では採土作

業が終了し、多数の土器片の散布がみられた。採土された部分は、台帳に登載された地域では

なかったものの遺跡の広がりを予想させた。協議の結果、採土作業は不本意でありながらも、

整地工事を中止する

よう要請し、掘削地

の断面を精査したと

ζ ろ縄文時代前期か

写真l 遺跡の近景

-7 

ら中期にかけての遺

物が検出され、発掘

調査の必要性がある

ととが確認された。

4月よ り準備をは

じめ、 7月調査開始

にふみきった。



第 E 章 遺跡の立地と環境

館林市は、関東地方の中央部に位置し、群馬県の東端部、 「舞う鶴の形」でいうなら、頭の

部分にあたる地域である。

北は、渡良瀬をへだてて、栃木県佐野市、同足利市、東は、群馬県邑楽郡板倉町を経て、渡

良瀬遊水で、栃木県下都賀郡藤岡町、茨城県古河市と、南は、邑楽郡明和村を経て利根川にお

いて、埼玉県羽生市と接する。

館林地域は、渡良瀬川、利根川という大河の影響をうけた、低台地と低湿地から成りたち、

乙の比率は、ほぼ 1: 1の割合である。

台地は、太田市東南部高林から、大泉、館林、板倉へと延びる洪積台地で、 「邑楽 ・館林台

地」と呼ばれる。その形成は、下末吉海進時にさかのぼるといわれ、砂やシノレトの上に、中部、

上部ロ ームを載せ、県内では此較的古い台地である。

乙の台地の西端に沿って、古利根川の自然堤防が基にな った内陸古砂丘が存在し、乙の砂丘

は、日本最古の、本州最大のものであるといわれている。

写真2 遺跡から見た遠景(洪積台地)
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第 1表 市内遺跡群の時間的推移

地形 旧石器 縄 文 時 代
上の 遺 跡 名

時代区分 早期 前期 中期 後期

当郷遺跡

城 下 志柄遺跡 〒+司...--

花 山 東遺跡 ーーー ー・・ ・ー

大 袋 I遺跡
沼
大袋 E遺跡

三軒屋遺跡

沿 屋敷添遺跡

善長寺付近遺跡

町谷古墳

岸 富士 山 古墳

山王山古墳

加法師遺跡 ・ー ーー ー・

|日
外加法師遺跡

矢 岡 遺 蹴、

場 岡野遺跡

屋敷前遺跡
)11 
八方遺跡

沿 朝日町遺跡

岸 大街道遺跡

愛宕神社古墳

腰 巻 遺跡

笹原遺跡

下堀工道満遺跡

大原道東遺跡

間 堀遺跡 -・ --_.-‘・‘・

近 近藤障子遺跡
ー・

藤
伝右衛門遺跡

北小袋遺跡 合合判・・・ー・ --_._-----

沼 苗木遺跡

沿 近北藤第一地点

近北藤第二地点
芹
富士 山 古墳

多良岸沼沿々砂( は吾) 門平

水溜第 一地点

水溜第二地点

上絹屋遺跡

山 神脇遺跡

高根遺跡

外和田遺跡

9-

弥生

晩期 時代

古墳 奈良 平安

時代 時代 時代

士十密

士出

士十沓

4 品

吾接

遺跡台帳及び発掘資料

飯塚多右衛門コレクション



第 2表 縄文時代時期別遺跡件数

早 期 目リ 期 中 期 後 期 晩 期

10 
件

1、主息邑 (7) 

(6) 

跡

5 (5) (5) (5) 

件

件 (4) (4) 

(3) (3) (3) 

数

(2) (2) 

(1) 

(0) I I (0) (0) (0) 

地
城旧 茂 近内 城 旧 茂 近内 城旧 茂 近内 城旧 茂 近内 城旧 茂 近内

矢号蛇 藤陸 沼矢 林寺 藤陸 沼矢 林寺 藤陸 矢 林 戚陸 矢 き藤陸
;形 沼場 古 沼場寺 古 沼場 古

分 川 沼 砂
場 蛇 沼古 場 蛇 沼古 蛇 沼 川 蛇一沼砂引、

沿 川 沼机f口 砂 沿 川 沼机f口 砂 沿 川 沼 砂
沿沿ー 沼机口l 沿沿沿丘 沿沿沼沿沿唱 丘

類 岸 岸岸沿岸丘上
沿芹沿 丘 沿岸沿 丘
岸岸 岸 よ 岸岸 岸よ 岸岸岸岸 よ 岸岸 岸 岸 よ



写真3 内陸古砂丘断面

写真4 自然堤防

写真5 湿原及び池沼
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低地帯は、洪積台地の北が、渡良瀬川、

南が利根川によって造られた沖積地で、そ

の中l亡、多くの池沼群と、旧河道を残す。

古代人類は、乙の台地の縁辺部に多く足

跡を残している。彼 らの生活は、とれらの

沼や川に大きく作用された ζ とが、遺跡の

分布によって明確である。第 2・3表は、

市内の遺跡、を、表採と発掘資料によって時

代別に分けたものであるが、池沼や河川に

よって時代差が表われている。旧石器時代

の遺跡は、近藤沼、多々良沼(内陸古砂丘

上)沿岸に多く確認され、縄文時代になる

と城沼や、旧矢場川、茂林寺沼、蛇沼の周

辺にうつっていく。縄文時代も、早期 ・前

期の遺跡は、城沼周辺に多く 、中期 ・後期

になると、旧矢場川沿岸、茂林寺沼蛇沼周

辺に多く分布する。弥生時代の遺跡で明確

に確認されているのは、道満遺跡、しかない

が、土器片は、数ケ所で確認されている。

古墳時代になると遺跡は全域1<:::広がる傾向

を見せるが数は少ない。城沼の南岸や多々

良沼沿岸に集中がみられる。

間堀遺跡は、市街地の東南部、蛇沼の東

岸、蛇沼1<:::突出する舌状台地上に位置して

いる。

蛇沼の水面から約 7mの高さを持ち、周

辺の水田から 3汎の比高を持つ高台上にあ

る。



l 赤生田間(堀A遺地跡点

2. グ B地点〉

3 大原道東遺跡

4 下堀工道満遺跡

5. 笹原遺跡

6. 腰巻遺跡

7.屋敷添遺跡

8. 大袋E遺跡

トpo4 9. 三軒屋遺跡

大袋 I遺跡、

11. 花山東遺跡

12. 下志柄遺跡

1凶
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第 E 章 遺跡の土層
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第 3図

Q-13グリッ卜

土層柱状図

T-14グリッ 卜

土は、古いものほど下位に位置し、新しいものほど上位に位置している。乙れは『地層累重

の方測』と呼ばれ、その地点が、断層やしゅう曲によって逆転していなし可かぎり成り立つ。

土層とは、土砂や化石などがつみかさなってできている地下の層であり 、乙れを観察する乙

とで、土の古さや新しさを知る乙とができ、一つの層の精査する乙と Kよって、その土が、ど

乙から運ばれたのか、その土が積った時の状況がどうだったのかを知る手がかりを得る乙とが

できる。

考古学において乙の法則は、 大変役K立つ。土器や石器の出土する層を比較して、時代の新

旧を決定できるし、土の重なり具合や、その土に含まれているものを調べる ζ とで、当時の自

然環境を知る ζ とができる。土の色のちがし、は、地面に掘り込まれた、家の跡や、穴の跡を教

えてくれるのである。

間堀遺跡、は、蛇沼の東岸、蛇沼K突き出した馬背上の台地上K位置している。現表では、一

見平坦にみえた乙の台地も、土を一枚づっ剥いで行くと、 昔の姿を表わした。

第 3図は、間堀遺跡、の中央部を横断する土層観察用の畔の状況を模式化したものである。

乙れを見る と本遺跡、の表土は、そのほとんどが耕作土である。台地上では、 30側、斜面部で



写真 6 遺跡の土層状況

は深く 105伺程ある。乙れで、かなり最近に近い時期に、台地上の土を下方に流し、台地の形

を成形したと とが予想される。陸田作成時に行なわれたものであろう。

次に土層の説明を行う と、

第 I層 暗褐色土(粘性、締り無し〉

第E層 褐色土(粘性やや有り 、締り無し、層の上方にロ ームが多く下方に黒色土が多い、人

為的撹乱土)

第E層 灰褐色土(粘性無く締り有。細砂混入サラサラしている。斜面部の層下方には、鉄分

の沈殿がみられる。〉

第百層 暗褐色土(粘性弱く 、締りやや有り。黒色土とロ ームの混層、台地上からの客土)

第V層 灰白色土(粘性無く 、締り無し、テ フラ純層)

第VI層 明褐色土(粘性やや有、締りやや有、ソフトローム層)

第四層 黄褐色土(粘性有り、締り強い、ハー ドロ ーム層)

第四層 淡褐色土(粘性強、締り有り 、暗色帯への漸移層分)

第医層 暗褐色土(粘性有り、締り強い、暗色帯)

第X層 黄白色土層(粘土質のロ ーム層、水を含み、白 っぽく変色している。特I(T-14グリ

ットで著しい。)

以上の通りである。

遺構が確認されたのは、耕作土下の第羽層面である。

-16-



第 N 章 調査の内容

1. 調査の方法と経過

間堀遺跡は蛇沼の東岸、沼に突出する馬背状の台地状K位置する。台地は基部で幅 100m、

先端部で35机、長さ 140mの舌状台地である。

⑨ 
')i"も
'Jt 

調査は、調査区域の全体に、一

辺4mのメッシュをかけ、調査区

を横断する土層観察用の畔(セク

ションベノレ ト〉を残し、表土を剥

パ o I ぎとるグリット方式をとる乙とと

+ 玄宜

"。

. ~ 

第 4図 間堀遺跡調査区全体図
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し7こ。

表土は、台地の南側が掘削され

ていたのでその土層断面を参考に

フソレドーザーを使用して剥ぎ とる

乙ととし7こ。

グリッ 卜は、地形に即し、東西

に0--33列、南北1<:::E --X列設定

する乙とができた。

表土は、第3図が示すがごとく

台地上では30cm、斜面部下では

105仰程であった。又、セクショ

ンベルトの関係から調査区を I区

• II区 ・皿区と仮称した。

表土剥ぎは、耕作物の関係、から

I区南半分(J --Q -3 --12グリ

ット) . II区 ・皿区と進めていっ

たが、皿区においては、土層の逆

転がみられ、過去に整地されてい

るととが判明したため調査を放棄

する乙 とと した。 I区北側につい

ては、耕作物収穫後実施するもの

とし7こ。



写真 7 調査風景 (1) 

写真 8 調査風景 (2)

写真 9 調査風景 (3)

18 

表土剥ぎの時点から多量の遺物が検出さ

れ、遺構の存在が予想された。特lζ I区に

おいては縄文時代中期の、E区においては、

同前期の遺物が多い傾向を見せた。

ァソレドーザーによる表土剥ぎは、遺構の

破壊を考え、ロームより 10伺程上でとめ、

の乙りは、人力によって剥ぎとる乙ととし

遺構の検出に努めた。

遺構の検出は、予想通り難かしく 、遺物

の集中地点i亡、 トレンチ等を掘るとともに

遺物のドッ 卜図を作成しつつ、平面確認と

断面確認による方法をとることとした。

現表では、台地末端まで平坦だった乙の

台地も、調査が進んで行くと、調査区北側

の半分は斜面で、湿地へとつづいており 、

当時の生活範囲は、かなり狭い乙とがわか

つて来ると同時に、平坦な部分には住居祉、

斜面府部及び斜面部には、遺物の集中箇所

が検出される IC至った。

検出された遺構は、縄文時代前期の住居

土止1軒、同時期の造物集中箇所5基、縄文時

代中期の住居牡6軒、土拡2基、同時期の

造物集中箇所 1基、時期不明の集石土拡1

基である。

乙れらの遺構の配置の状況を考えて行く

と、掘削された部分ICさらに 3，__，5軒の住

居祉があった乙とが予想される。

又、本調査区の住居群は 、 集落の西側

部分にあたり 、本体は、プレハプ下から、

東側に広がっているものと考え られる。
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ユ旦とネ毒
、王包

ユ息2. 

第 l号住居祉は、台地上の平担部M.N

-3・4グリッ卜で検出された。

確認面はローム面であった。表土中より

乙の周辺は、遺物が多く 出土してお り、遺

ローム面まで、

表土を排除したと ζ ろ住居祉として確認さ

れた。

構の存在が予怨されたが、

第 1号住居祉

平面形は、 450x 410 cmの隅の丸い台形

∞
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第 5図



写真11 出土遺物(1) 

写真12 出土遺物(2)

写真13 出土遺物(3)

写真14 出土遺物(4)

写真15 出土遺物(5)

写真16 出土遺物(6)

写真17 出土遺物(7)

写真18 出土遺物(8) 写真19 出土遺物(9)

• 
写真20 出土石器

壁はほぼ垂直に立ちあがり、その高さは、38--44仰を計測し、

遺存状態は良く 、覆土中より数多くの遺物が出土している。

床はよくふみかためられ、ほぼ水平で四日は少ない。柱穴は、

5本確認され、五角形に囲る。炉は、地焼炉であるが、床面が、

焼けた程度で、掘りくぼめられてはおらず焼土も少ない。

壁溝は、東壁下をのぞいて囲る。東壁下はサブ 卜レンチを掘っ

て確認したが検出されなかった。壁溝内iζ南壁下に 2基、西壁下

に3基の壁柱穴が検出できた。

前述の通り出土遺物は多く 、図面化したものだけで2.0∞点を乙

える。 ζれらのうち一括個体として出土したものを平面図におと

したが、炉周辺に集中する傾向を示す。

出土遺物のうち復元できたものは 9個体あ った。

まだ遺物整理が完全に終了しておらず、一括個体のみの復元で

ある。整理がすすめば、もっと多く 復元できると思う。

本住居土止の時期は、出土遺物から、縄文時代中期中葉に比定で

きょう。

又、第5本目の柱穴の位置及び、壁溝の位置、炉の位置などか

ら考えるに、東側に出入口が存在していたのであろうか。



第 2号住居祉

第2号住居祉は、台地上の平坦部、第一号住居祉の北方 1m、0・P-3・4グリ ットで検出

。

写真21 第2号住居祉

され7こ。

本住居祉は第3号土拡との切り合いがあ

り、土拡の方が、本住居祉より新しい。

確認面はローム面である。

住居の平面形は、 490x 460 cmの不整方

形を呈す。

壁はほぼ垂直に立ち上がりその高さは、

1O--20mを測る。

遺存状態は普通である。
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写真22 出土遺物 (1) 

床はよく踏みかためられ、ほほ水平で凹

凸は少ない。柱穴は13本確認された。その

配列はア トランダムである。そのうち四壁

各々の中央部i亡、比較的大きな柱穴がある。

炉は地焼炉である。床の北にかたよ って

確認された。その規模及び平面形は、57x 

55仰の惰円形を呈す。床をほんの少し掘 く

ぼめた程度で、焼土等の堆積は少ない。

壁溝は、幅10---25 cmで全周する。壁溝内

ICは、北壁にそってl個、西壁lζ5個、南

壁に 5個、東壁lζ3個、計14個の壁柱穴が確認された。

遺物の出土量はそれほど多 くない。一括個体は、南側に集中する傾向をもっO

写真に上げた遺物は、北壁柱穴の右側IC逆位で埋められていた一括個体である。

全部は復元されていないが、口縁部はゆるやかな波状口縁、瓜形連続文と羽状縄文を施す。

器形は、頚部が「く」字状iζ くびれる深鉢であろう。

本住居土止の遺物は、そのほとんどがもろく 、取り上げには、パインダー17容液を使用した。

本住居土止は、その出土遺物から考えて、縄文時代前期中葉に比定できる。

円
/
臼つむ



第 3号住居祉

第3号住居祉は、台地上の平坦部、第一号住居祉の南方 1悦、 L.M-3・4グリ ットで検出

された。確認面はロ ーム面であった。表土中より、周辺は遺物の出土が多く遺溝の存在が予想

写真 23 第3号住居祉

⑨ 

“・・.

8' 

l込
ノ

f:)' 

されたが、 表土を排除したと乙ろで確認さ

れた。

平面形は、475x 400仰を計るたまど形

を呈する。

壁はほぼ垂直に立ち上がり、その高さは

25--30 cmを計測する。遺存状態は良好で、

覆土中より多くの遺物が集中している。

床は、よ くふみかためられ、ほぼ水平で

凹凸は少ない。

柱穴は、6本確認された。うち 4本は、

合 Dg

G獄。議)

建らぜ 齢、
今@#11

ノ

8 

. ・h・.

B 

2m 
第7図 第 3号住居土止平面図及び断面図
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写真24 出土遺物(1) 

写真25 出土遺物(2)

写真26 出土遺物(3)

写真27 出土遺物(4)

写真28 出土遺物(5)

写真29 出土遺物(6)

写真30 出土遺物(7)

。a

写真31 出土遺物(8) 写真32 出土石器

四辺形に位置され、 5本目の柱穴は、長軸上に位置している。

炉は地床炉である。やや深く掘り込まれているが、焼土の層は

うすい。壁溝はない。

出土遺物は多い。図面化したものだけで、950点あ った。乙れら

のうち、一括個体として出土した ものだけを平面図に掲げた。

炉周辺及び、南側に集中する傾向を示す。

乙のうち復元したものは、 8個体ある。まだ遺物整理が完了し

ておらず、もっと多くの遺物が復元できると思う。

本住居祉の時期は、縄文時代中期中葉ι比定できょう。

本住居祉の出土遺物は、深鉢の他I[浅鉢、台付鉢がある。又、

ミニチュア土器の出土もみられる。

第 1号住居祉と、 本住居士止の遺物から見ると同時期のものであ

るが、その間隔は、わずか 1仇しかなく、同一存在でないととが

予想される。

出入口の方向は、明確な根拠はないが、 1号住居と同じような

考え方をすれば、南側であろう。

-24-



第 6号住居祉

... 
;."・

.... 

写真33 第6号住居祉

@ 

。ゐ
。

〆

q::. 

第6号住居祉は、台地上の平坦部、 I区の西方

P・Q，....， g・10グリ ットに位置する。第13号住居

祉との切り合いがあり、本住居祉の方が新しい。

確認面は、ローム面である。

本住居祉は、確認がなかなか困難であったが、

掘り下げ中花、一括個体の出土が有り、周辺を精

査する乙とで検認されたものである。

。
。

〆. 

.-・・

B〆

2m 
第8図 第 6号住居祉平面図及び断面図



写真34 出土遺物 (1) 

二重にめぐり 、外側IL:10本、内側IL:8本有る。

本住居土止は、本遺跡中最大のものであ る。

その規模及び平面形は、550x 540仰を

計るほぼ円形である。

壁は、ほぼ垂直に立ち上がる と考えられ

現高は、lOcm前後である。

遺存状態は、普通である。

床は、よく踏みかためられ、 しまってい

る。ほぼ水平で凹凸は少ない。

柱穴は、18本確認された。

配列は、壁直下及び‘壁から90cm前後で、

炉は地焼炉でかなり西にかたよった位置で確認された。 130x 85 cmの大きさをもち、よく

やけている。焼成部は 2ケ所IL:分かれているようにもみえる。

壁溝は確認できなかった。

遺物は、ほとんどないが、東にかたよった部分で、上部を欠いた浅鉢が、一括状態で出土し

ている。

本住居は、炉の状態や、柱穴の配列を考えると 2軒重複であるのかもしれないが、セクショ

ン等では、確認できなかった。

本住居出土の浅鉢を写真に上げた。口縁部付近及び、底部を欠損しているが、胴部は全周す

る。 二重の隆線で うず巻を描き、区画された内に縄文を充填する。有孔の把手を付 している。



第 8号住居祉

第8号住居祉は、台地の肩部、調査区域の東端、 T'U-O・1グリットで検出された。

住居の東側三分のーは、調査区域外へ広がる。第9号住居祉との切り合いがあ り、本住居祉

の方が新しい。

確認面は、ローム層の上面である。表土剥除中から、多くの遺物が出土してお り遺構の存在

が予想されたが、ローム面で住居祉として

確認された。

平面形は、確認された部分で、 550 x 

450仰を計測し、楕円形を呈すると考えら

写真 35 第8号住居祉

れる。

壁は、ほぼ垂直に立ちあがり 、その高さ

は、 20仇をはかる。遺存状態は普通である。

床はよ くふみかためられ、ほほ水平で凹

凸は少ないが、斜面部では、ロームではな
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写真36 出土遺物(1) 

写真37 出土遺物(2)

写真38 出土遺物(3)

写真39 出土遺物(4)

写真40 出土遺物(5)

写真-4-1 出土遺物(6)

写真42 出土遺物(7)

写真43 出土遺物(8)

写真44 出土遺物 (9)

写真45 出土遺物(10)

写真46 出土遺物(11)

写真47 出土石器

n
k
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く、黒色土が床となっている。

柱穴は、7本確認された。そ

の配列は一定でない。

炉は、地床炉である。住居の

ほぼ中央やや北よりの位置にあ

る。

やや深く掘り込まれており 、

中央部はピット状になっている。

焼土は、かなり堆積しており、

10cmt呈あった。

壁溝はない。

出土遺物は多い。図面化した

ものだけでも 757点あった。炉

を中心IC、やや南にかたよって

出土する傾向を示す。

乙のうち復元したものは、 11

個体ある。

本住居の時期は、出土遺物か

ら縄文時代中期K比定できょう。



第 9号住居祉

第9号住居土!lは、台地上の平坦部、調査区の東端、T-O・1グリッ卜に位置する。

第8号住居祉との切り合いがみられ、8号住居の方が、本住居よりも新しい。

又本住居祉は、大半が、調査区域外にのびている。

確認面はローム層である。第8号住居祉を確認する際、平面プランにより切り合いが確認さ

れた。

平面形は、楕円形を呈すると恩われ、その規模は、確認された範囲で、350x 300仰を計る。

本遺跡で確認された住居では最小のものである。

壁は、ほぼ垂直に立ち上がり、その高さは50仰を計測する。

遺存状態は良い。覆土中より多数の遺物が出土している。

床は、よく踏みかためられたロームで凹

凸は少ない。ほぼ平坦である。

柱穴は、 5本確認された。配列は一定で

はない。その規模は20'""-'35仰、深さ20'""-'40

cmを計測する。

炉は確認できなかったが、調査区域外に

存在しているものと考えられる。

壁溝は確認できなかった。

出土遺物はかなりあるが、破片のものが写真48 第9号住居祉
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第10図 第9号住居祉平面図及び断面図
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写真49 出土遺物(1) 

写真50 出土遺物(2)

写真51 出土遺物(3)

写真52 出土遺物(4)

写真53 出土遺物(5)

品

写真54 出土石器

多い。図面化したもので 206点あ った。

柱穴のそばで一括個体の出土がみられる。

乙のうち復元したものは、5個体ある。

本住居土止も、完全に遺物整理が終了していないため、まだ多く

の土器が復元できる と思われる。

本住居土止の時期は、その出土遺物から縄文時代中期中葉に比定

できょう。
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第 13号住居祉

第13号住居祉は、台地の平坦部、P・Q'"'"'9・10クリットに位置する。

第6号住居祉と重複関係にあり、6号住居の床面で本住居が確認された。

確認面は、ローム面である。

本住居祉は、確認がかなり困難であった。 6号住居を調査中、炉が新たにみっかり 、住居周

辺および床を精査したと乙ろ、本住居祉が確認できた。

その規模及び平面形は、 375x 360仰を測るほぼ円形を呈する。

壁はほぼ垂直に立ちあがり、現高は、 15伺前後である。

写真55 第13号住居祉

@ てア.

寸

遺存状態は、6号住居祉のため、あまり

よくない。

床は、あまりふまれておらず、6号住居

士止側ではやや深くなる。凹凸は少ない。

柱穴は、10本確認された。配列は一定で

はないが、壁下約50cmでめぐる。

炉は地焼炉で、東へかたよった位置にあ

る。75x 45仰の瓢箪形を呈する。 よく焼

けている 。第 6号住居祉の炉と重複を し

。
第11図 第13号住居祉平面図及び断面図

2m 
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ており、焼成部が2箇所ある乙とから本住居が確認されたものである。

壁溝は確認されなかった。

遺物の検出はなかった。しかしながら、本住居の時期は、平面形、6号住居祉との切り合い

から縄文時代中期後葉と考えてよかろう。
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第 2号土地

⑧ 

第12図 第2号土I広平面図及び断面図

4 
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o I 2m 

i -----j 一一一→

第2号土拡は、台地上の平坦部、第2号住居土止ととなりあって検出された袋状土拡である。

写真 56 第 2号土拡断面

-33-

第2号住居とは、わ

ずか20伺程はなれて検

出された。

その平面形及び規模

は、 195x175cmの円

形を呈する。

調査は、オーバーハ

ングの状況及び、断面

の土層状況を見る乙 と

に重点をおいたため、

平載にして、北半分

の破壊を前提として、

調査を行った。



乙の結果、土拡の深さは79倒、ブラックバンド中で床となっている状況が確認された。

拡底は、凹凸の少ない平坦面で、壁は、ややゆるやかに内湾して表面より80仰の所で最もす

ぼまり 、ラッパ状にひらいて拡口にいたる断面を示す。

土層は、 9層に分けられ、自然流入を呈している。

拡内より多数の土器片が出土している。

本土拡の時期は、その出土遺物から、縄文時代中期後半に比定できょう。
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第 3号土拡
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第13図 第3号土足平面図及び断面図

写真57 第 3号土砿断面図

-35-
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第3号土拡は、台地の平坦

部、第2号住居祉と切り合っ

て、P-4グリットで検出さ

れた袋状土i広である。

第2号住居祉と切り合いが

みられ、本土拡の方が新しい。

その平面形は、 220x 200 

cm程のたまど形を呈する。

調査は、オーバーハングの

状況及び、断面の土層状況を

見る乙とに重点をおいたため



西側半分の破壊を前提に調査を行なった。

乙の結果、土拡の深さは 140側、拡底は、ブラ ックバンド下の ロームを利用している。

砿底は、やや凹凸があるが、平坦である。壁は、ややゆるやかに内湾して立ちあがり、表面

から40cmのところでくびれ、ラ ッパ状にひらいて拡口にいたる断面を示す。

土層はXIII層に分けられ、自然流入を呈している。

拡内より多量の土器片が検出され、北壁ぎわでは、底部一括個体が出土した。

本土拡の時期は、その出土遺物から、縄文時代後半に比定できょう。
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集石土拡
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第14図 集石土拡平面図及び断面図

本集石土拡は、台地上の平坦部、K-18グリッ卜で検出された。

調査区域内で唯一の集石土拡である。

表土剥土中、本調査で最初に確認された遺構である。

本遺跡では、台地の中央より北側に遺構が多く確認されているが、台地南側で確認された唯

一の遺構である。(ただ台地南側はすでに掘削されている。)

その規模及び平面形は60x 45cmの楕円形を呈する。
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写真58 集石土拡

口
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土広底は一定でな く、深さは、最も

深い所で20仰を計る。

壁はなだらかに立ちあがる。

6個の円礁を生けている。

その時期・用途については不明。

出土遺物はない。



第 V章 調査のまとめ

第15図 縄文時代の海岸線と員塚の分布図

写真59 縄文時代の住居内の様子

(館林市立第一資料館特別展)

「大地の証言」 展示より

一 39-

本遺跡において確認された遺構は、縄文

時代前期に比定される住居祉 l軒、同時期

の遺物集中箇所 5基、縄文時代中期の住居

祉6軒、同時期の貯蔵穴と考えられる土鉱

2基、遺物集中箇所 1基、時期不明(縄文

時代のものと考えられる)の集石土鉱 1基

である。乙れらの遺構や遺物をみると、乙

の台地上に残された生活痕は、ほとんどが

縄文時代のものといえよう。

一口に縄文時代といっても、かなり長い

時代にわたっているのである。

縄文時代の始まりは、今からおよそ 1万

年前までさかのぼると言われている。 長

崎県福井洞穴遺跡では、 C14測定によると

1 2.7 0 0 士500年という値を示す土

の中から土器片が出土している。その終り

は、水稲栽培が始まるB.C. 300年頃ま

でつづいたとされている。関東地方への水

稲栽培の導入はかなりおくれたと考えられ

ているが、それでも、西暦O年 ぐらいには

導入されたと考えると、縄文時代は 8，000

年もにおたるのであ る。乙の問、 狩猟採集

を中心とした生活をしていた乙とになる。

乙の期間を考古学では、土器の形態から

早 ・前 ・中・ 後 ・晩の 5期IC区分している

が、乙の一時期だけでも、西暦より長いも

のであ るととがわかる。

人々が生活する上で、自然要因は大き く

影響する。乾地や湿地、沼や川は、人々 の

生活空間を、暖い、寒い、乾燥、湿気、風



が強いとかは、住みやすさを左右する。

縄文時代の土地の様子や気候は、現在とは同じで

はない。縄文時代の前期は、縄文海進と呼ばれ、海

面が今より高く、渡良瀬遊水地あたりまで海であっ

たといわれている。第15図は、関東地方の縄文時代

の海岸の様子と員塚の分布の様子から想定したもの

である。員塚の多くは、今の海岸線から、約10km程

奥に確認される乙とが多 く、今より海面が高かった

ととを予想させる。栃木県篠山貝塚や、群馬県海老

第16図 縄文カレンダー(小林達雄氏京案)瀬貝塚は、最も内陸部に存在する貝塚である。乙の

h -

第17図 縄文時代の貯蔵穴

ような乙とから、縄文時代前期の生活空間は、今よ

り狭かった乙とをうかがわせる。

きてとのような生活空間の中で、縄文人達が、ど

のような生活をしたのだろうか。第16図は、小林達

雄氏原案の縄文カレンダーである。縄文時代の一年

の生活を表に表わしたものであるが、居住地(集落〉

を中心l亡、四季の行動目的と行動範囲を示している

が、縄文時代の一年がよ くわかる。

一軒の家の内に何人の人が住んでいたのだろう。

わずか20rrtぐらいの住居の内に、何人の人が寝起き

できるだろうか。千葉県姥山貝塚では、一軒の住居

の内に、5人の遺体がの乙されていたが、20rrtという

と、今の12畳ぐらいである。そのー聞が、台所であり、リビングであり、寝室であったと考え

ると、 1軒の住居に住める人数は想像がつ乙う。

一つの集落には、何軒 ぐらいの家があって、何人ぐらいの人々が生活していたのだろうか。

今に残されている住居がすべて同一時期に作られたものではない。改築もあっただろうし、

建てかえもあったであろう。又、再び、同じ土地に帰ってきて、家を造ったことも考えられる。

今に残された住居祉のうち何回かにわたって集落が営まれていたのであろう。

縄文時代の人々の生活を考える時、人々の造った道具等もおおいに資料となる。

道具は、日々の生活の中で、必要にせまられ、造られ、形を変えてきたものである。

なべや食器、貯蔵用の器として使われたであろう土器は、生活必需品でありながら、その器

商に描かれた文様は、縄文人達の美意識や精神面を表わしているであろうし、弓矢1<:::使われた
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第 3表 住居祉 一 覧表

住居 No. 規模 形平 態面形 主軸方位 壁溝 柱 穴 炉 規 模 備考

cm 。 東壁をの 主 5本 中央 cm 
第1号住居祉 450 x 410 隅丸台形 N -49-E ぞきめぐ

壁 5本 地焼炉
45 x 40 

る

cm 。 主 13本 北にかた cm 
柱四ι壁大穴有中き央な第2号住居祉 490 x 460 不整方形 N-70-W 全 周

壁 14本
よる地焼 57 x 55 
炉

cm 。 やや東地へ cm 
第3号住居土止475 x 400 たまど形 N -36-E 無 し 6本 よる焼 60 x 45 

炉

cm 。 西にかた cm 重柱穴が2
第6号住居祉 550 x 540 円 形 N-2包-W // 18本 よる地焼 130 x 85 i亡めぐ

炉 る

cm 。 北による C皿 炉内K柱
第8号住居土止(55ωx450 惰円形 N -46-W /ノ 7本 95 x 80 

地焼炉 穴有り

cm 半分調査
第9号住居祉(350 x 300) // ノ/ 5本 不 明

区外へ

cm 。 東よへかた cm 
第13号住居祉 375 x 360 円 形 N -52-W // 10本 る地焼 75 x 45 

炉

であろう石鉱。土掘りや、木切りに使われたであろう石斧は、その用途の中で、 くふうされ、

変化していっ たであろう ζ とが予想される。

間堀遺跡の発掘で確認され、発見された土器や石器をはじめとする資料については、まだまだ

整理や調査が充分行なわれていない。復元された土器についても、一括として発見されたもの

だけで、出てきたものすべてを行ったわけではない。しかし、 ζの一部のものからも、多くの

乙とを考える乙とができるのである。

間堀遺跡の発掘成果は、縄文時代のすべてを語ってくれるものではない。環境がちがえば、

地域がちがえば、気候がちがえば、人がちがえば、人達が残してきたものはすべてちがってく

るのであ る。

私達は、間堀遺跡、の発掘調査を通して縄文時代の生活のいくつかを考える ことができた。

間堀遺跡が、乙のような縄文時代の世界にあってどのように位置づけられていくかは、資料

の整理と精査を実施するとと もに今後の課題と したい。
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第 4表 出土遺物一覧 表

遺構 遺物No.残存率 器形 胎土 器厚 色調 焼成 施 文 備 考

l 70 % 深鉢金雲母 11-14mm 淡褐色 良好 列点隆帯、縄文、沈線 口縁iζ1-2個の把手

2 口縁のみ 11 11 9-12皿 赤淡褐色 〆ノ 隆帯、波状沈線、半載竹管文 把手2段
第

3 20-3悌 11 長 石11-13四 11 11 隆得上iζ半載竹管、沈線 三角の把手を付す

4 90 ~ぢ 11 8-9mm 赤褐色 11 隆線、細縄文 耳状把手2個付す

5 25 ~ぢ 浅鉢 9-14阻 暗褐色 ノノ 口厚部が外反、レリ ーフ状文 補修穴、良く研磨

号 6 30 ~ぢ 深鉢 長石 12四 11 良 隆帯、沈線、竹管文 無文

7 底部のみ 〆〆 金雲母 9-14mm. 明褐色 良好 底部から太い隆帯直上
住

8 口縁半周 11 11 8-9凹 淡褐色 良 曲線隆帯、刺穴文

9 20 ~ぢ 11 11 13-15皿 11 良 好 キャタピラ文、沈線

2住 30 ~ぢ 深鉢 繊維11-14凹 黄褐色 良 口縁部爪形文、羽状縄文 波状口縁、補修穴

完形 浅鉢 方解石 10mm 赤褐色 良 レリ ーフ状文、無文 良く研磨

2 
第

50 ~ぢ 深鉢 8 -10皿 褐色 不良 隆帯沈線、すり消し縄文

3 60 % 11 長 石 9 -11mm 明褐色 良 波状くし嫡文

3 4 50 ~ぢ 11 5-7凹 淡褐色 良好 無文 ミニチュア

τ日玉
5 60 ~ぢ 浅鉢 方解石10-12凹 11 〆〆 レリーフ状文、うず巻、無文 大型

6 50 % 深鉢 8 -10mm 明褐色 不良 隆帯、キャタピラ文、沈線 焼成ムラ有り

住
7 脚のみ 台付鉢 8mm 〆〆 良 縄文、キ ャタピラ文、小穴4ケ

8 50労 深鉢 方解石 11mm 11 良 好 縄文、隆帯、うず巻 内側iζ炭化物

6住 50 ~ぢ 浅鉢 小砂11-12皿 明褐色 良好 2重隆線、うず巻 有孔把手

40 % 深鉢 11-13阻 暗褐色 良好 隆帯区画、キャタピラ文 有孔把手

2 80 ~ぢ 11 方解石 9mm 赤褐色 良 沈線 内側iζ炭化物
第
3 80-9096 〆〆 小砂 8 -14mm 暗褐色 11 縦沈線 磨もうが著しい

4 20 ~ぢ 11 10-12mm 明褐色 11 隆帯、キャタピラ文

8 5 つぽ形 石英10-13mm 淡褐色 11 太い沈線 口縁外反

" 6 口縁半周 浅鉢 11 10mm 11 良 好 半載竹管、ツパ状突起

号 7 把手 小砂13-15mm 明褐色 良 キャタピラ文、縄文 表裏と装飾、有孔

8 40 ~ぢ 深鉢 長石 8 -10mm 暗褐色 良好 隆帯、キャタピラ文、沈線 波状口縁

9 40労 〆〆 10mm 淡褐色 良 隆帯、キャタピラ文、無文 内側lζ炭化物
住

10 20 ~ぢ 〆f 長石 10-11mm 11 〆〆 隆帯

11 底部のみ 12-13mm 明褐色 11 無文

第
底部のみ 12mm 淡褐色 不良 無文

2 30 ~ぢ 深鉢 12-14皿
9 

暗褐色 良 隆得、沈線、刺突文 有孔把手

3 把手のみ 浅鉢 金雲母 11-13mm 黒褐色 11 波状口縁
号
4 20 % 深鉢小砂 11mm 明褐色 不良 縄文、沈線

住
5 10 % 〆〆 11 11-12mm 黒褐色 良好 縄文、キ ャタピラ文 波状

42-



お わ り iと

間堀遺跡の発掘調査が数々の成果をあげて終了いたしました。乙れらの資料は、ただ 「古い

ものJ I珍しいもの」として取り扱われるべきものではありません。 乙れらの資料をも とに、

自分達の周りを考える一つの手段として活用していきたいものです。

人々が生きていくうえにおいては、 「人」を取り まく環境といったものが大きく係わります。

「暑さJや 「寒さ」、Ili湿気」や「乾き」、 「風や雨」といった気候的な環境は、 「生活の

し易さ」を制限し、 「山や)IIJ、 「台地や湿原」といった地形的な環境は、 「生活の場Jを制

限します。人々は、乙うした自分達を取りまく環境の中で、 「生活」を左右されながら、自分

達の文化を築きあげてきたのです。

自然環境(古環境)と人間環境(形成環境)とは複雑に入りまじり 、自然環境は、人間環境

を左右し、人間環境は自然環境K順応しつつ、自然環境を変化させてきたのです。

館林地方の気温は、一年を通じて温く 、雨や雪は年聞を通して少ない。晴れた日が多く 、特

有のからっ風の吹く日も、県内では少ないといわれています。

利根、渡良瀬川という大河が造りあげた地形は、底台地と湿地と池沼群を残し、粘土や砂で

形成された土壌は、館林邑楽地方を特色づけています。

このような自然環境のなかで、乙の調査が示すような生活がはじまり 、形を変化させながら

今日まで続いています。

今日のように、物質的な満足のなかで、生活自体は変化しながらも、現在でもそれを示すも

のが多くのこっているように、根底に流れるものは変っていないと考えます。

「風土」とは、自然と人間のおりなすその地域独特の文化であるといっても過言ではありま

せん。

館林においても 「館林らしさJI館林気質」と呼ばれるものがあるはずです。画一的な生活

のなかで、それが失なわれつつある今、間堀遺跡の発掘調査を通して、再度その基を確認して

いただくと同時に、今後の 「館林文化」を創造する時、一つの資料としていただければ幸いで

す。

多方面からの御指摘、御教示をお願いいたします。

昭和58年 3月

一 43-



館林市埋蔵文化財発掘調査報告書 第 5集

館林市大字赤生田字上の前

間 堀 遺 跡

発掘調査報告書

発 行 館林市教育委員会文化振興課

印
伊

m 中塚印刷所

発行年月日 昭和 58年 3月31日

44-



，.. 
F 

文化財愛護シンボルマーク

ふる郷の文化と歴史を見なおそう


